第1編 本編 

  序章

  日本の図書館の歴史を論じるとき、例えば明治維新に象徴される〈近代〉という時代の画期を避けて通ることはできないだろう。しかしながら、図書館史を叙述するにあたって、この〈近代〉を出発点とし、それ以前をすべて捨象してしまうという手法については同意することはできない。捨象するというのは言い過ぎにしても、近世以前の人びとの営為を、例えばそれを近代図書館出立のための準備期間と位置付けたり、近代のための助走の時代といった叙述に対し組みすることはできない。

  たしかに、図書館という概念は近代以降のそれであり、図書館の歴史を叙述するためには、近代の図書館を事実上の出発点とすることはやむを得ないことかもしれない。また、現に今存在している図書館のすがたや、さらには未来に向かって想定されるあるべきモデルなどにとらわれ、そのような叙述となることも致し方ないことかもしれない。また、叙述するにあたって、参照すべき残された資料の量などから、分量的にもそうした記述に流れがちになる。日本図書館協会創立百年記念『近代日本図書館の歩み 地方篇』「大阪府部分」においても、その図書館の歴史叙述はこうした近代モデルとしての定型からまぬがれてはいない。

  これとは逆に、図書館の源流なるものを「捜索」するかのごとく、近世以前に図書館に関わる特質を見つけ出し、何が何でもその片鱗を、図書館の濫觴なりと定義付けようとする試みも同意できない。図書館（学）という学問領域があるとして、その領域が学問の世界や世間一般でも必ずしも認知度が高くないという現実のなかで、近世以前に図書館の濫觴と窺えるものを見出したとき、それを過大に評価し、図書館に関連付けて考えようとする志向などがこの世界では存在しているが、そうした試みはかならずや表面的な叙述に堕してしまうであろう。

  これまで日本図書館史の労作として、小野則秋『日本文庫史研究』や『日本図書館史』、竹林熊彦『近世日本文庫史』、落合重信『近世国学者による図書館設立運動』などの財産を持っている。これら労作がそうだと言うわけではないのだが、どうしても図書館史の記述というのは、先に述べたふたつのスタイルからうまく抜け出でていないように感じられてならないのである。「近代図書館」を基準値として設定するのではなく、それぞれの時代ごとに、その尺度で時代の文運をみてみること、そうした方法のほうがかえって図書館という存在をよりよく理解できるのではないか、と考える。

  大阪府立図書館の歴史の序章を記述するにあたって、できれば現在の図書館という存在をひとたび相対化し、今一度歴史の流れのなかでの図書館のすがたへと到達していく過程を写してみること、そんなことを夢想しながら記述した。つまり、歴史の過程で図書館の周縁に埋め込まれたかもしれぬいくつかの文化的営為や伝達のための媒体、時代の気運といったものを、今いちど掘り起こし想起してみることにより、仮に見えなくなってはいても図書館という言葉で言い表わされるものの全体のすがたを一層浮き彫りにできるのではないかと考えてみたのである。

  そのように考えるのも、明治三七（一九〇四）年三月に開館した大阪図書館という存在は、この大阪という風土や文運を一杯に吸い込み、それら豊かな息吹を身に纏って創設され開館当初から活動を展開していったのだ、と言っても言いすぎではないと思うからである。図書館草創期の、時代の熱気に後押しされた今井貫一館長らの蒐集行為や京阪神方面の文化人らとの交友、さらに書店･古書店や大阪はじめ各方面からの熱心な資料の寄贈、そして図書の閲覧はいうまでもなく附帯的活動としての各種展覧会の開催や目録刊行、さらに館蔵資料の復刻複製刊行などを想起してみるとき、それまでの大阪の持ち来った気運･文運の多くを引き継いで創設されたのだと改めて実感するのである。そして、ここで記述されるであろうその後の一〇〇年におよぶ長い歴史のなかでの、日々営々たる資料の収集やそれら膨大な集積資料の累積目録編成、さらに本館司書の手で成し遂げた本屋仲間の翻刻刊行（『大坂本屋仲間記録』全一八巻 一九九五年日本出版学会賞特別賞受賞）など、これらはただその一端にすぎないが、その良き伝統を引いているからこその営為であったと今になって考える。序としては逸脱した記述に及んでしまったが、ここでは、大阪の文運といったことの概略をのべていくことで、その責任を果しておきたいと思う。

 大坂の文運

  大阪文化の盛なる所以の六則

  明治二三（一八九〇）年五月、大阪朝日新聞は大阪公論を吸収したが、それを機に、大阪公論から大阪朝日に転じた天囚西村時彦は、明治四三年に懐徳堂記念会を創設し大阪朝日の紙面に「懐徳堂研究」を連載してその顕彰につとめた。後にまとめた『懐徳堂考』（財団法人懐徳堂記念会 大正一四年一一月）の冒頭にて大阪の文運について天囚は、我が大阪は古来商業都市であったが、早くから学問が開け、「碩学鴻儒、市井に窟宅し、町人文学の盛なる、海内其の比を見ず、是れ其故何ぞや」と自問する。そしてその問いに対して自ら次の六つを理由に挙げている。

  第一には、文化というのは富力に伴い発展するのであり、海内に甲たりし大阪の富は文化を開発するのに力を持っていたこと、第二に、戦国ののち肥遯〔終をよくして退隱する〕を喜ぶ高士は領主の拘束のない大阪に隠れるものが多く、やがて読書人の種子を大阪に播布したこと、第三に、大阪の諸藩蔵屋敷には文雅の士が多く、従って遊学生の来往があり遂に足を留める者が少なくなかったこと、第四に、大阪の富豪は諸藩に出入りし、蔵屋敷の士人と交際することにより文学にも疎からぬ素養を必要とし、ゆえに学を興し師を招聘したこと、第五には、文雅の道は道楽として身を滅ぼすおそれもなく、学問に縁遠き町人もこの道に携わったこと、六番目に、藩法官紀に拘束がないことから思想の自由が大阪文学の発達を促したこと、この六つをあげ、「富んで而して驕る無きだに難しと為すに、礼を好み道を講ぜし我古の大阪町人は豈敬慕す可きの至ならずや」とまとめて、今は則ち如何ん、と問いかけているのである。

  江戸･京･大坂の三都のうちでも、商業都市としての自由さ明るさ柔軟さそして富力にともなう懐の深さといった伝統をもってきた大阪についての江戸時代の文運を、ここでは天囚の指摘に添ってすこしだけなぞってみることにしたい。

  含翠堂

  それでは大坂の学びの館はいかがなものであったろうか。まず藩校については六藩に設けられていた。藩校は、もちろん藩臣のために設置されたものなのだが、中には庶民の子弟を入学させたものもあった。もとより儒学や兵学の教授が主な目的であるが、そこでは国学や洋学なども教えられたという。

  そしてさらに大坂には郷学や私塾も多く存在していて、町人学者の都としての面目も躍如たるものであった。例えば『摂津名所図会』に「東涯先生講筵を闢く」の図が載る郷学含翠堂は大坂南部の平野郷に、土豪土橋･末吉･三上ら七名家の出資により享保二（一七一七）年に創設されている。それより先、京師に遊学してきた土橋七兵衛は、月に三度、自宅に近隣の子弟を集め、また学者を招聘して講義を開いたと言われる。含翠堂では三･五･七･一〇の日をもって会日とし伊藤東涯･三輪執斎･三宅石庵らを招いて講座を開いた。学派にこだわらず熱心に学ぼうとする姿勢は、民間の、そして大阪の学塾の特徴をよくあらわしているといえる。この東涯は、八尾にて小山屋石田利清らが開いた塾（のち環山楼）にも招かれ環山･含翠を巡講した。さらに八尾久宝寺でも麟角堂が再興されて講義がもたれていたという。大坂近郊においても富裕な階層が学塾を創設し、講師を招いて物学びに励んでいたことがよく知れる。この含翠堂は明治維新を越えて学制公布まで活動を持続させ、その蔵書は、大阪大学附属図書館[編]『含翠堂(土橋)文庫目録 [正]続』によりうかがうことができる。

  懐徳堂  

  京都で生まれた三宅石庵は、讃岐国丸亀に迎えられ人びとに講説、その後、元禄一三年に来阪、船場尼崎町二丁目にて教授を始めた。そして正徳三年八月、門人の中村良斎（三星屋武右衛門）･富永芳春（道明寺屋吉左衛門）ら有力町人の資金により買い取られた安土町二町目の講舎に住まい、多松堂と名付けて講義した。ところが妙知焼けといわれる享保九（一七二四）年三月の大火で蔵書を焼いた石庵は、難をのがれて平野に移り含翠堂に身を寄せることになったが、同年五月にはふたたび大坂にもどり尼崎一丁目北側吉左衛門の土地に講舎が建てられて懐徳堂と名付けられた。この二年後に懐徳堂は、幕府官許の大坂学問所となり石庵が初代の堂主となったわけだが、石庵は当初、隠者なるを理由に固辞したといわれ、また官許によって学校地は諸役を免じられたが、石庵は、私塾なればこそ、と官許たることに抵抗感を持ったといわれる。

  そうした懐徳堂の作風は学則にもよく言い表わされており、官許の大坂学問所となったおりの学則には、「学問は忠孝を尽し職務を勤むる等の上にこれ有る事に候、講釈も唯右の趣きを説きすすむる義に候へば書物持たざる人も聴聞くるしかるまじく候事。但、叶はざる用事出で来り候はば、講釈半にも退出これ有るべく候」と、実質本意の運営がなされ、武士との席次なども、「武家方は上座なさるべき事」と一応は定めつつも「但、講釈始まり候後出席候はば、其の差別これ有るまじく候」と、講義が始まってからは身分によらない旨書き出されていた。さらに宝暦八年の定め書きにも、「書生の交りは、貴賎貧富を論ぜず、同輩と為さるべき事」とされ、席次は新旧･長幼･学問の深浅によりお互い譲り合うべきとされていた。身分制度の厳しかった江戸時代としては画期的なものであったといえよう。

  この学問所懐徳堂からは、富永仲基･山片蟠桃･草間直方ら町人学者を生み出し、輩出した門下生は、儒学漢学にとどまらず天文･医学など幅広い分野で活躍し、かれらは互いに交流し江戸時代後期の学問の展開に大きく寄与した。上田秋成もまた懐徳堂に学んだ。そしてもちろん漢学を基本としながらもその柔軟性に富んだ作風や文化の懐の深さは、三都のうちでも大坂にとりわけ特筆してよい歴史風土といってもよく、それがのちの、例えば大坂の洋学受容という場面においても大きく作用したわけである。

  木村蒹葭堂

  明和二（一七六五）年に片山北海を盟主として結成された混沌社は、「大坂ならではの自由で超階級的結社」（水田紀久『水の中央に在り 木村蒹葭堂研究』二〇〇二年）であったが、その結成の基礎ともなった蒹葭堂会を主宰した木村蒹葭堂は、この時期大坂文運の象徴的存在であったといってよいかもしれない。薬用たる植物や鉱物･虫魚･貝類などの学問である本草学、またそれらを含め自然物の記述や分類などの研究としての博物学、この「本草」「博物」という言葉を最も原初的で綜合的な意味合いで考えたとき、この蒹葭堂は、博覧強記的、総記的な本草家･博物学者であったように思われる。詩歌や書画、篆刻に秀でて博物を収集･愛蔵したこの大坂の蒹葭堂を尋ねて、各地から来訪者が引きも切らず訪れた。蒹葭堂には妻と妾一人がいたが、来訪者があると彼女らは来訪者をもてなす蒹葭堂の傍にて、蒐集品の出納の任をこなしたという（水田前掲書）。広範に博物･文物を蒐集しそれを来訪者に披露し来訪者との問答を楽しみ、さらに蒹葭堂は蒹葭堂版といわれる家刻版を出版した。商業的要因のまじった出版とは別の、こうした家刻版出版事業は、ある意味で集約的かつ実質的な、そしてもっとも贅沢で雑念の振り払われた、真の意味での出版であると今の時代にあってもうらやましく思われる。

  またこのころ、こうした本草学者たちの集会･結社が三都を中心によく開催された。蒹葭堂も、かれの師事した津島桂庵会主の大坂での本草の会（闘薬会）に参会しているが、こうした会で参会者たちは、自ら出品したコレクションを品評し意見の交換を行なっていた。自らの蒐集品を持参し展観して蒐集物について情報を交換し、新たな情報を入手する場であったわけである。そしてそうした情報や収集物･出品物のなかには、和蘭書籍や外国産の文物も相当数存在していたといい、大阪市立自然史博物館の蒹葭堂旧蔵貝類標本にも地中海産の貝が存在したとされている（上田穣「洋風文化の受容と伝播」『日本洋学史の研究 六』）。

  大坂の洋学  

こうした本草学および本草の会における情報交換や展観、文物の往き来は、ここ大坂の地において、蘭学受容という時代の流れをも作っていく（以下の叙述は、有坂隆道「大阪の洋学」『日本洋学史の研究』など参照）。それは本草学から和蘭医学といった領域にとどまらず、天文地学などの分野へと、学問の流れは広がっていくのである。

  大坂で数学･暦学を教授した天文家麻田剛立、かれは杵築藩侍医であったが、その仕事のため勉学時間が持てず、辞職願いを出すも聞き届けられずついに脱藩して大坂に出てきたのであるが、かれの門下からは、高橋至時･間重富･山片蟠桃ら俊英が輩出している。剛立門下のひとり重富は京の小石元俊と相計って寛政二（一七九〇）年、蘭学研鑚のため、大坂の傘屋紋書き職人橋本宗吉を江戸に留学させた。大槻玄沢に学んだ宗吉はよくその期待にこたえて和蘭語を習得し、その語学力を生かして天文･地理書の翻訳につとめた。この重富や宗吉と蒹葭堂は近しい関係にあって、かれらは互いに訪問し、購書の力となり、意見の交換･問答をおこない、資金の提供、展観をなし、書物や文物の貸し借りにつとめるなど幅広い交友を繰り広げた。

  宗吉を江戸に送った重富も、長堀富田橋北詰にて質屋を営む町人天文学者であった。剛立門下では和蘭語のよく読める者はなく、漢訳本から西洋の天文学の知識を得ていた。物学びにとって、書物や医学･天文学などの機器の入手や利用は、とりわけ西洋からの学びにとっては、生命線である。いかにしてそれらの技能を獲得し機器･文物を手に入れるか、そしてそれを目前において研究することができるか、という文物への入手可能性（accessibility）や利用可能性（availability）がこの時代の大きな問題であった。そういった状況のなかで間重富･山片重芳は、書物や文物、機器類などの貸借や往来･交流の要になっていたのであった。

  間重芳はまた、同じく町人学者で仙台藩などの大名貸として成功をおさめた大坂の豪商升屋四代山片重芳とも親密な関係にあり、重芳は、重富の仲立ちにより多くの和蘭書物や観測機器を購入していた。山片重芳はこれら蒐集した書物･文物･機器類を剛立や大槻玄沢･藤田顕蔵、それに升屋大番頭をつとめた山片蟠桃ら同好の士に惜しむことなく貸し与えた。志を同じくする者には、地位や身分などにかかわりなく交流し文物を貸与するという文字通りのパトロンであった。人々の往来、文物の蒐集と貸し借り、情報の入手と交換など、こうした交友･交流が、たとえば、[麻田剛立-橋本宗吉-間重富-木村蒹葭堂-山片重芳-山片蟠桃-(仙台藩)-大槻玄沢-朽木昌綱-商館長ティチング]といった関係として複線的に絡み合って繋がり、この時代の洋学者たちの研究が進められていったと言ってよい。

  和蘭商館長といえば、住友銅吹所を見学した商館長レ－デが、泉屋（住友）に贈ったとされる『フランス百科全書』『オランダ紀念貨幣誌』には泉屋吉左衛門宛の献辞が見返しに記してありそれが当館開館後、住友家から寄贈されて当館の所蔵となったが（松田清「朽木昌綱旧蔵蘭書について」『京古本や往来』五五号）、こうした書物を媒介とした往還は海外からもあったというわけである。つまり、この地大坂には、豊かな財力を背景とし商業都市の持つ明るさや潔さが兼ね備っており、こうした交流を許容するに充分な下地が存在していたということになる。

  このように各層のひとびとに支えられて学問や施設が成り立って行くという、広義でのパトロネージという風土は、緒方洪庵の適塾についても言い得ることであった。洪庵は中天游の思々斎塾に学び、天保九（一八三八）年、瓦町に町家を借りて蘭学塾を開きのち過書町に移転した。また洪庵は後に除痘館をも開いているが、これらも「よい世話人」のサポートで運営されている。このように運営された適塾だが、ここに入門した塾生は津軽から薩摩まで全国におよび、かれらはここに集って学び、塾二階のいわゆる「ヅーフ部屋」では、そこに置かれてあるただ一冊の蘭和辞書『ヅーフ・ハルマ』を皆で競うように借り出して学んだという。
  出版  

  大坂の出版が、業として成り立ったのは、寛永年間の京、明暦から万治ころの江戸と比べて少しおくれて、寛文末･延宝初頃（一六七〇年代）とされる。江戸時代の本屋というのは本の販売だけでなく出版や古本の売買も兼ねていたわけだが、こうして出版が業として発達するにつれて読者の裾野も広がり、重宝記など実用書が盛んに売れ、また本屋は乱立し無秩序な競争による重版･類版がはびこることになる。それに悩まされた本屋たちは、版権を守るために本屋仲間を結成することになるのだが、一方の幕府にとっても、本屋仲間を通じて出版規制を貫徹させ出版法制を遵守させるという目的もあって、大坂では享保八（一七二三）年、大坂本屋仲間が成立する。三都にはそれぞれに本屋仲間は公認されたわけだが、京や江戸の記録類の多くは散逸し、この大坂本屋仲間記録だけが大阪府立中之島図書館に保管され貴重書庫に保存されている（多治比郁夫「近世大阪印刷史」『大阪印刷百年史』大阪府印刷工業組合 一九八四年三月 など）。

  これら本屋仲間が関わっていた書物というのは主に、儒書･神書･仏書･古典･医書など、いわゆる物の本であり、こうした学問や物学びのための書物以外にも草紙屋が発行する出版物も存在していた。浄瑠璃本や絵草紙、番付それに一枚摺の版画などであるが、これらの発行については、物学びの書物とはちがって奉行所への許可を必要とせず、行事への承認も不要のものまであり、摺って出版することは勝手で、こうした刷り物の普及も大坂の読書層のすそのを広げて行くのに大きな役割を果たした。

  寺子屋･心学

   庶民にとってのリテラシーに大きな役割を果たしたものに寺子屋がある。それまで、数少ない知識階級として文教面で力を発揮してきた僧侶も、江戸時代には儒学への儒者の登用により勢力を失い、寺子屋などで庶民の教育に従事したが、庶民教育が広範化するにつれて神官･医師･庄屋･富裕商らも加わった。明治初年には大阪府の寺子屋数は四六七とされる（『日本教育史資料』 文部省総務局）が、この数字に含まれぬものも数多く存在していたことであろう。教科は習字、読み書き算術修身などで、漢学や詩歌、裁縫やお茶や生花なども教えた。教科書はいわゆる往来物が使用され、読みの教科書として、『実語教』『童子教』などが用いられた。

  また大坂ではこうした学問所や専門的な塾とは別に、石田梅岩にはじまる心学も栄えた。町人を集めその商業道徳を説いた梅岩は、自身で大坂にも出かけているが、その心学は弟子の手島堵庵によって広く普及した。大坂には明誠舎（南船場餝屋町）･恭寛舎（天満）などの講舎が作られ、そこでは石門心学が、比喩や具体例をあげながら平易なことばで講釈された。私塾や寺子屋が月謝を徴収していたのに比して、これは聴講無料で来聴が歓迎され、遠慮なくお聞きなされ、といった開放的なものであった。

  神社御文庫  

  もうひとつ、大坂では、住吉大社、大阪天満宮といった神社の御文庫においても書物は集積されてきた。その御文庫への書物の奉納や維持にあたっては本屋仲間の有志の力が大きく与っていた。住吉大社御文庫は享保八（一七二三）年、天満宮御文庫はこれより少し遅れて設立されたとされる（多治比郁夫「京阪三神社の御文庫と書林」『すみのえ』平成一〇年新年号 など参照）。本屋は御文庫講をつくって奉納を続け、参詣･虫干･蔵書点検などもおこなわれていた。こうした奉納は明治になっても継続され、現在に至る。ここには奉納というかたちであるが出版者の書物が御文庫に寄贈され集積されまた目録作成がなされながらその事業は今日まで継承されてきているのである。

  瓦版  

  こうした読み書き能力の下支えもあり、巷では、瓦版なども、庶民の情報の入手やその流通に役割を果たした。瓦版は、読み捨てで、心中や敵討ち、地震・火事など天変地異から黒船来航、荒唐無稽な珍談奇聞や忠孝慈善の奨励などさまざまに存在する。これら瓦版がそのまま現在のメディアなどに継承されてきたわけではないが、情報や物語が、たとえば炉辺で、むかしあるところにおじいさんとおばあさんが…といって語られた過去の遠い昔話から、時に正確ではなくとも場所や時代、人名が明記された瓦版は、今に言う新聞や雑誌、広告ちらしや興業パンフといったものを彷彿とさせてくれる。

  例えば、亥六月二九日夜には田川徳左衛門なる四国某藩の侍が中之島で首尾良く敵討ちを遂げた、米沢八幡宮で犬の霊に取り憑かれた男が大坂表にやってきた、文政六年六月には二年前に舶載なった阿蘭陀渡りの駱駝弐匹が難波新地で見世物興業される、興業にあたってくわしい駱駝の特徴や性癖が説明して知らされる、など。

このように幕末大坂の地では、“それ難波で見世物だ”、“やれ天保山にロシア戦艦が来たぞ”、“すわ地震だ津波だ”と大騒ぎをしながら、そしていろいろな情報を獲得しつつ人びとは暮らし、時には城崎の温泉宿でゆるりと寝転がって貸し本を読んだりと、不安ながらもたくましく生きていた人々の暮らしも思い描くこともできる。こうして大阪の地では、日々の暮らしのなかで、たとえそのささやかな一場面であっても、書物や摺物をめぐってひとびとが繋がり、学び合いながら、文字や絵により情報が伝えられ、それらの書物や一枚摺物などの出版物は、人びとの暮らしのなかで消費され消化されて散逸し、時には一枚物としてそのままの形で残され、時には反古紙に貼り込まれて伝わり保存もされてきたのである。

第1章  大阪図書館の誕生

１、明治初期大阪の文運

  引き継がれた書誌  

一八六七年一二月に王政復古の大号令が発せられ、時代は大きく変動し世相も一層あわただしくなる。ただもちろん、これを機にすぐさま物ごとが一新されたというわけではない。とりわけ文化の領域では江戸時代の営為は継続されまた継承された面も数多い。

  蒹葭堂との交友を得てその蔵書をも利用しながら広範な典籍を参照し和書二三六〇部の一大解題書『群書一覧』を出版した尾崎雅嘉の『群書一覧』は明治になっても摺りを重ねているし、それへの補遺としての『続群書一覧』もまた刊行されたりした。雅嘉はまた類書『事物博採』も編纂したのだが、これら中国や日本における一種の百科事典の体裁を持つ類書については、明治一二年に建議書が文部大輔宛に提出されて採用となり『古事類苑』の編纂作業が開始された。それは苦労苦心の末、明治四十年に事業終了、大正三年にようやく索引ともども完成となった。洋装本五〇冊で刊行された『古事類苑』は和装本三五〇冊としても刊行されている。

  明治になって、本木昌造により活版印刷術が創始されたが、まだまだ従来の木版印刷も行なわれ、和装の製本も続いた。書物の印刷・装丁が、この和装から洋装へと変転していくのは、明治一五年ころのことであろうか、この時期あたりから書物の出版において洋装書が主流となり、書物が書架に立てて配架されるようにぶようになっていくわけである。

  ところでこの尾崎雅嘉であるが、彼には子がなく学統も伝わらず、蔵書も散逸した。『群書一覧』は明治になっても刷られ名は知られていたもののその事蹟はながく分明ならなかった。それを古書店鹿田静七（二代目松雲堂）が明治二五年になり口縄坂春陽軒の無縁碑のなかから見つけ出し、鹿田が発起人となって建碑祭がおこなわれ、雅嘉の遺著遺墨の展観も催された。その後雅嘉の著述も順次発見され、明治三七年には、鹿田･幸田成友の呼びかけで祭典もとりおこなわれ、また書籍や文物の展示もおこなわれている（中尾堅一郎「大阪古典書肆･鹿田松雲堂」『文学』四九巻一二号 一九八一年 など参照）。

大坂の先人の業績を発掘し建碑祭や展観といった先人の顕彰行事の挙行が、奇しくも大阪図書館開館と同じ年であったということは記憶しておいてよいだろう。時代の息吹をいうものを感じとっておきたいと思う。

  大阪舎密局  

  さて、大阪では、明治二年五月、大阪城西南の追手門前に大阪舎密局が開校した。教頭K.W.ハラタマ、大助教三崎嘯輔･松本銈太郎、御用掛田中芳男･平田助左衛門という陣容であった。三月の舎密局御役所宛願書の覚には、舎密局は化学だけではなく理学をも含むが故に「化学理学之両儀を包括し博物館と御唱替え仰せ付けられたく」と呼称の変更を申し出ているが、当時の「博物館」は現在のそれと同じ意味ではなく、未分化な概念ながら、自然史全般を扱う施設および博覧（会）といった場所的な表現と理解しておいたほうがよいだろう。文久二（一八五二）年の『英和對譯袖珍辭書』の「museum」は「学術ノ為ニ設ケタル場所。学堂書庫等ヲ云フ」と説明する。

  舎密局御用掛田中芳男は嘉永四（一八五一）年、蕃書調所（のち洋書調所）物産局教授を勤めた本草学者伊藤圭介の門下にはいり、慶応二年にはパリ万博への出張にでかけた人物である。博物館という概念も、細分化･専門化する以前の、例えば本草学の持つ広範さや物産会の展観を基礎にしつつ、英仏での新たな 見聞と発見によりその構想を築き上げ今一歩公開的な側面を持たせた概念、ということになろうか。ともあれこの舎密局は幾度か機構名称の変更ののち、明治七（一八七四）年大阪英学校となり書籍縦覧所も設けられ、英語書四五四四冊、仏語書一〇三八冊、和書九三三冊、蘭語二一冊、器械一七六冊（明治九年八月現在）の規模であったがそれはさらに第三高等中学校と改称、明治二二年には京都に移転となり蔵書は現在京都大学にのこされている（木下直之「大阪南校物産会について」『学問のアルケオロジー』 一九九七年一〇月 東京大学、『大阪府教育百年史』第一巻 昭和四六年三月 大阪府教育委員会など参照）。

  大阪府書籍館･大阪博物場  

  明治九年三月二五日、大阪府第一大区第一三番小学（東区北浜五丁一五番地）、第二大区第五番小学（南区安堂寺橋通一丁目一五番地）の二ヶ所に書籍館が開設･公開された。その設立の趣意には、そもそも学校は不学の人を無からしむるために設けられたが「人或ハ已ニ学齢ヲ超ヘ、又ハ家職ニ従事シ、且書籍ノ乏シキカ為ニ充分学フコトヲ得ス、又考証ノ為俄ニ其読ムヘキ書ヲ獲難キ等ノ憂ナカラシメン為、此館ヲ開キ、其所有今古内外ノ図書ヲ以テ適意ニ展閲ヲ得セシム、其レ書ヲ読メハ万倍ノ利アリト、庶幾ハ右等ノ人寸分ノ陰ヲ惜ミ本館ニ就テ閲覧センコトヲ」と語っている（前掲『大阪府教育百年史』第二巻、以下の資料および記述に関しては各巻を参照）。開館当初は専任職員一名で蔵書も八〇〇冊と少なかった。「館内規則」によれば、開館時間は九時から一六時まで、通券（一銭五厘）で入館閲覧させたが、館外貸出は許さず、ただ小学教科書は部数を限って保証金をおくことで帯出ができた。代価は三日以内で書価の三〇分の一、四日から一五日まで書価の二〇分の一…と日数により異なっていた。館では蔵書も少なく、九年五月には、「現時ノ文運ヲ助クル為」府下新書珍籍等所蔵の有志に納本を呼びかけ、また一時差出しの場合は預券を渡し置き、いつでも申し出により返却できるものとした。

  明治九年八月、第五番小学書籍館では府蔵版書籍の売り捌きなどもおこなったが、この年の閲覧者数も一六九人とふるわず、同年一一月には、「衆人便宜ノ為メ」第二大区第六番小学校（南区安堂寺橋通三丁目丼池筋角）に移転、さらに明治一一（一八七八）年三月には「流水アリ樹蔭アリ市街ト雖モ断エテ喧閙ノ事無クス頗ル読書ニ宜キ」により、北区常安町に移転して、教育博物館と同時に開館式が行なわれている。そして官立大阪師範学校の閉鎖による蔵書の寄託を受け、閲覧料も無料となった。また一二年一〇月の規則改正により、所定の金額を前納することで館外貸出もできるようになった。ただこの「規則」の前書きには、書籍館は教育に従事する者の便を主とし衆人の参観に供するとされ、設備する書籍も教育家の参考に益するため、専ら教育に関する雑誌･報告･教科用図書その他内外書籍および新聞紙であると述べられている。明治一三年の統計では、閲覧の多かった図書のジャンルは、歴史･文章･医書･随筆･雑書などで、天文･地理･政事･化学･経書など閲覧は少なかった。

  書籍館の廃止

  書籍館は、一二年六月から一三年にかけて区部聯帯地方税の支弁で運営されていたが、明治一四年度からは地方税支弁抑制により別途学資金で運営されることになった。以後も運営の予算は安定せず、ついに明治二一（一八八八）年二月、府立大阪書籍館は廃止となり、すでに明治八（一八七五）年四月に開場して書籍室などを備えていた大阪府立博物場内の第九室を図書室として旧蔵書籍を移し博物場備付書籍をあわせて無料で閲覧させた。これで大阪における公立図書館はひとまず途絶えることとなる。なお、この博物場の旧蔵書七三九九冊は大阪図書館開館にあたって移管され開館時の収蔵書の一角をなした。

  書籍館廃止後の大阪の読書施設としては、この大阪博物場図書室のほか、明治二三年設立の大阪陳列所図書館書部（経済図書･医学書を所蔵）、明治三二年の私立大阪図書館（三三年度末には和漢書七五〇〇冊、洋書六五冊を所蔵、閲覧者年六二〇人）が存在していた。

  また明治一五年三月には、北桃谷丁の浪華文会日柳政愬宅に浪華文会書籍縦覧所が開設され、東区学務担任書記島津義章名の各小学校教員宛の通知書によると、開場は三時から九時までで、教員試験学科の書籍に重点をおいて備え置いた旨を但書きにして、有志のもの随意に縦覧されたしと述べられている。

  蔵書の継承  

ここまで江戸時代からの大阪の文運について概観し、明治期の書物収蔵およびその公開の機関を概観してきた。これら文運の一端をなす書物や文物については、そのうちあるものは時代のなかで費消せられ、またあるものは長く保存され、大阪図書館をふくめてそれぞれ資料集積機関に受け継がれてきた。

  住吉大社では明治一〇年三月の「住吉神社文庫書籍縦覧規則」をもって境内小教院において公開されることとなった。書籍の「翻閲」時間は九時から一四時までで、無料とされ、一名に二部まで閲覧が許され院外への貸出は許可されなかった。当時の和漢の書物は一七〇〇部ほどで、閲覧者も明治一一年八名、一二年二〇名であった。また天満宮御文庫は大塩の乱で焼けたものの、講員により現在もなお奉納が続けられ、「大阪書林後文庫講」により、大阪天満宮は五月二十日に、住吉大社は九月二十日に集って開板書の奉納をおこない、文字通りの和本曝書を行なっている。

含翠堂や懐徳堂の資料は主として大阪大学に保存されている。また升屋山片重芳ら山片家が蒐集してきた和漢の図書は、明治五（一八七二）年東大組第一三区小学校開校時に当時の区長山片平右衛門第八代重明が寄贈し、その呼びかけに応じた篤志家草間貞太郎･金井伊十郎らの寄贈資料および第一五区小学校が収蔵してきた教科書類もあわせて愛日文庫と称して開設され、それは現在まで継承されている。さらに洋学の文物蒐集家間重富の収集資料は長く羽間家に守られてきたがこのたび大阪市立博物館に入ることになった。
  天囚と浪花文学会

  冒頭で引いた西村天囚は、明治二三年五月、大阪朝日に転じたが、そのころ天囚が住んでいた北桃谷は閑静な土地柄で、近隣には渡辺霞亭や本吉欠伸らもいて文学同好人士が集っていた。そして、関西文壇の再興をはかるべく明治二四年四月、磯野秋渚、木崎好尚ら大阪朝日の社員らと寄って浪花文学会を結成し機関誌『なにはがた』を刊行した。

  その第一二冊（明治二五年四月一日）の「なにはがたの一周年」にはその活動の様子をつぎのように報告している。「関西の文学者は野次馬文学者を除くの外は殆ど一赤幟の下に網羅し盡すに至れり宜なり我なにはがたの日を逐ひ月を累ねてます＊＊観を改め美を集むるやまた一言すべき者あり何ぞや我文学会の会員は各其所蔵の書籍を随意本会に寄附し及び有志者の寄附を紹介して文学書庫を事務所中に設けんことを決議せし事是なり寄附書籍も追々集まり居ればやがて公開する時節もあるべし是浪花文学会の既往なり」

  大阪の文運の寄って来る道すじをよく認識し、その再興をこころより願っていた天囚は、大阪書籍館廃止により大阪の地に図書館なき現実を憂い、その設立の急務なるを訴えていたわけだが、それも大阪図書館として実現し、年来の懐徳堂再建についても「懐徳堂考」の執筆、諸儒の祭典などにつとめ大正五年には開堂するにいたった。講師には天囚や狩野直喜、桑原隲蔵、三浦周行らを招き講義は商家の子弟が多く主として夜間に行なわれたという。江戸時代を経て明治初期から継承されてきた大阪の文運の性格をよく表明している事実であると思われる。

  大阪図書館は、開館時、それ以前の時代より継承された資料を受け入れ、新たに資料を購入し、さらには、多くの人びとから資料の寄贈を受けることによりその蔵書を一層ゆたかに築き上げた。こうした事実は、明治維新以前の時代から培われてきた、書物･文物を尊ぶこころ、文運を重んじる精神が、そのまま、この大阪図書館に継承されたのだと考えてよい。つまりこれらの人々が、書物や文物を蒐集し展観し資料を仲立ちにしながら往還･交友し、営々と書誌を作成しながら版におこし物学びをしてきた、そうした文運という伝統が、この地には息づいていると思うのである。
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